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比較的強い重力と固有磁場を持つ地球においては、極域からのＯ＋イオンの流出が、脱出速度をこえる酸素粒
子の主源であると考えられてきた。本研究では、地球磁気圏からの主要イオン散逸ルートについて、近年の観測範
囲拡大により可能となったＯ＋イオン散逸率の見積もりを行い、結果を極域からの流出率と比較した。その結果、
両者に約１桁もの差があることが明らかになり、このことは、低緯度電離層へ毎秒10^25 程度のＯ＋のリターンフ
ラックスが存在するか、もしくは、これまでに知られていない効率的な酸素の散逸メカニズムが存在することを示
唆している。前者の場合、固有磁場の存在により地球型惑星からの大気散逸量が減少する可能性もある。 

 
 
地球型惑星の表層環境は、水の有無によって大きく異なってくる。この水分子の構成要素である酸素の流出量

やメカニズムは、磁気圏ダイナミクスという観点からだけでなく、大気進化を考える上でも、重要な意味を持って
いる。重力が比較的大きく、強い固有磁場を持つ地球からの酸素流出においては、UFI 等による極域からの O+イ
オンの流出が、脱出速度以上のエネルギーをもつ酸素粒子の主要なソースであると考えられてきた。一方で、近年
の観測範囲の拡大により、磁気圏観測からも O+イオン散逸率の見積もりが可能となりつつある。そこで本研究で
は、地球磁気圏からの４つの主要イオン散逸ルートについて、GEOTAIL 衛星などによる観測をもとに、散逸率を見
積もり、その結果を、過去の観測で示された極域からの流出率と比較した。その結果、両者に約１桁もの差がある
ことが明らかになった。このことは、磁気圏対流や地磁気活動に伴う近地球領域への粒子インジェクションなどに
より、毎秒 10^25 程度の低緯度電離層への O+のリターンフラックスが存在するか、もしくは、これまでに知られ
ていない効率的な酸素散逸メカニズムの存在を示唆している。前者の場合、金星や火星との比較も踏まえると、固
有磁場の存在により地球型惑星からの大気散逸量が減少する可能性もある。講演では、未知の酸素散逸メカニズム
の候補や今後の課題についても、議論する予定である。 


